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ー
聖
衆
来
迎
寺
蔵
「
六
道
絵
」
地
獄
幅
四
幅
お
よ
び
閤
魔
王
庁
幅
の
構
図
を
め
ぐ
っ
て
|
|
|

山2

本2

聡i

美み

は
じ
め
に

二
O
一
O
年
十
月
九
日
か
ら
十
一
月
二
十
三
日
ま
で
、
大
津
市
歴
史
博
物
館
で
は
開
館
二
十
周
年
を
記
念
し
て
「
大
津
国
宝
へ
の
旅
」
と
題
す
る

展
覧
会
が
開
催
さ
れ
、
延
暦
寺
や
園
城
寺
な
ど
大
津
市
内
の
寺
院
に
伝
来
し
た
仏
教
美
術
が
一
堂
に
会
し
た
。
会
期
後
半
に
は
、
聖
衆
来
迎
寺
(
大

津
市
比
叡
辻
に
所
在
)
が
所
蔵
す
る
国
宝
「
六
道
絵
」
全
十
五
幅
の
う
ち
十
三
幅
が
展
示
さ
れ
る
と
い
う
貴
重
な
機
会
に
も
恵
ま
れ
た
。

一
列
に
ず
ら
り
と
並
べ
ら
れ
た
聖
衆
来
迎
寺
本
は
壮
観
で
、
大
画
面
の
セ
ッ
ト
が
も
っ
広
大
な
空
間
性
や
、
六
道
輪
廻
の
世
界
観
が
一
望
の
下
に

体
感
で
き
た
。
今
回
の
展
示
で
は
、
右
か
ら
「
閤
魔
王
庁
幅
」
・
「
等
活
地
獄
幅
」
・
「
黒
縄
地
獄
幅
」
・
「
衆
合
地
獄
幅
」
・
「
阿
鼻
地
獄
幅
」
・
「
餓
鬼
道
幅
」
・

「
人
道
不
浄
相
幅
」
・
「
人
道
苦
相
(
生
老
病
死
)
幅
」
・
「
人
道
苦
相
(
愛
別
離
苦
)
幅
」
・
「
人
道
無
常
相
幅
」
・
「
嘗
聡
経
所
説
念
仏
功
徳
幅
」
・
「
優
婆
塞

戒
経
所
説
念
仏
功
徳
幅
」
の
順
に
並
べ
ら
れ
て
い
た
ー
が
、
特
に
右
端
の
「
閤
魔
王
庁
幅
」
か
ら
「
阿
鼻
地
獄
幅
」
に
い
た
る
五
幅
を
一
望
し
た
と
き
、
そ

こ
で
は
、
建
築
モ
チ
ー
フ
に
よ
る
階
層
的
表
現
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
画
面
最
上
段
に
庁
舎
の
屋
根
を
描
く
「
閤
魔

王
庁
幅
」
に
始
ま
り
、
続
い
て
「
等
活
地
獄
幅
」
で
は
画
面
の
比
較
的
上
段
に
地
獄
の
城
門
が
あ
り
、
さ
ら
に
「
黒
縄
地
獄
幅
」
と
「
衆
合
地
獄
幅
」
で
は

画
面
の
ほ
ほ
中
段
に
、
そ
し
て
「
阿
鼻
地
獄
幅
」
で
は
画
面
の
下
段
に
城
門
が
そ
れ
ぞ
れ
描
か
れ
て
い
る
(
次
頁
挿
図
参
照
)
。
こ
れ
ら
の
建
築
物
は
全

て
画
面
を
水
平
に
横
断
し
て
描
か
れ
て
い
る
た
め
に
、
こ
の
五
幅
を
や
や
離
れ
た
位
置
か
ら
見
る
と
き
、
閤
魔
王
庁
の
屋
根
を
起
点
に
向
か
っ
て
左

階
層
化
さ
れ
た
地
獄

一O
九



が
現
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

方
向
に
、
地
獄
の
城
門
が
階
段
状
に
降
下
し
て
い
く
よ
う
に
見
え
る
。
す
な
わ
ち
、
建
築
モ
チ
ー
フ
に
よ

っ
て
階
層
化
さ
れ
た
ひ
と
連
な
り
の
空
間

。

本
稿
で
は
、
本
作
の
建
築
モ
チ
ー
フ
に
着
目
し
、
こ
の
五
幅
を
中
心
に
屋
川
悦
や
城
門
の
構
図
上
の
役
割
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、

懸
け
た
際
に
現
わ
れ
る
階
段
状
の
構
図
の
意
味
に
つ
い
て
考
察
す
る
2
0
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十
五
幅
の
順
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本
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(九
八
五
)
に
著
し
た
『往
生
要
集
」
を
主
な
典
拠
と
し
、
淑
信
ゆ

か
り
の
比
叡
山
横
川
周
辺
で
十
三
世
紀
後
半
に
制
作
さ
れ
た
。

織
田
信
長
の
叡
山
焼
き
打
ち
前
後
に
山
麓
の
聖
衆
来
迎
寺
に
も

た
ら
さ
れ
、
現
在
も
同
寺
の
重
宝
と
し
て
守
り
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
近
代
以
降
は
、
中
世
ゆ
土
教
絵
画
の
重
要
作
例
と
し
て
美

術
史
学
上
の
関
心
も
高

い
3
0

し
か
し
な
が
ら
、
十
五
幅

一
具
と

い
う
壮
大
な
ス
ケ

ー
ル

を
も

っ
大
画
面
捌
帽
で
あ
る
た
め
に
、

一
幅
ご
と
の
展
開
の
機
会
は
し
ば
し
ば
あ

っ
て
も
、

全
慨
を

挙
に
懸
け
並
べ
て
鑑
賞
す
る
機
会
は
多
く
な
い
。
聖
衆
来
迎
寺

で
は
毎
年
八
月
十
六
日
に
虫
干
し
を
兼
ね
た
全
幅
公
開
を
行

つ

て
い
た
が
、

現
在
は
模
本
を
用
い
て
い
る
。
近
年
で
は
、

二
O
O
五
年
か
ら
二
O
O
六
年
に
か
け
て
京
都
国
立
博
物
館
と

東
京
国
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
「
最
澄
と
天
台
の
国
宝
展
」で



階
層
化
さ
れ
た
地
獄

、AZ
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平
日
刊
・
刀

博
物
館
に
お
け
る
全
幅
公
開

室
に
展
示
さ
れ

と
し
て
は
三
十
二
年
ぶ
り
と
話
題
を
呼
ん
だ
。

そ
れ
ほ
ど
に
本
作
を
「
並
べ
て
見
る
」
機
会
は
貴
重
だ
が
、
十
五

帽
を
懸
け
る
順
序
に
関
し
て
は
定
説
を
み
な
い
。
仏
教
絵
画
は

冗
来
、
特
定
の
仏
堂
や
儀
礼
空
間
で
の
使
用
を
目
的
に
制
作
さ

れ
る
も
の
で
あ
り

本
作
に
も
制
作
当
初
に
想
定
さ
れ
た
懸
け

並
べ
方
が
あ

っ
た
は
ず
で
あ
る
が

七
百
年
以
上
に
わ
た
る
伝

来
の
過
程
で
、

い
つ
し
か
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま

っ
た
。

並
べ
方
を
復
元
す
る
手
が
か
り
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
口
=
4
3
y

、7h
、

耳旦，

M
F廿
サ
円

迎
寺
で
の
虫
干
し
の
際
の
順
序
が
あ
る
。
江
戸
後
期
か
ら
明
治

に
か
け
て
の
写
本

・
版
本
が
残
る
「六
道
絵
相
略
縁
起
』ー
と
い
う

本
作
の
絵
解
き
台
本
の
内
容
に
従

っ
た
も
の
で
、
右
か
ら
「
間
魔

王
庁
帽
」

・
「等
活
地
獄
帽
」

・
「
黒
縄
地
獄
幅
」
・
「
衆
合
地
獄
阿
」

・

「阿
鼻
地
獄
何
」
・
「
餓
鬼
道
幅
」
・
「
人
道
不
待
相
帽
」
・

「
人
道
苦

柵
(生
老
病
死
)幅
」
・
「
人
道
苦
相
(愛
別
離
苦
)
帽
」
・
「
人
道
知

常
相
幅
」

・
「器
防
経
所
説
念
仏
功
徳
帽
」

・
「
優
婆
塞
戒
経
所
説

念
仏
功
徳
幅
」
・
「
天
道
幅
」
と
並
べ
る
。
こ
れ
は
、
間
魔
王
の
裁

き
を
経
て
六
道
を
め
ぐ
り
、
人
道
に
到
達
し
た
と
こ
ろ
で
念
仏

の
功
徳
を
重
ね
、
最
後
は
天
道
に
転
生
す
る
と
い
う
世
界
観
が

絵
解
き
台
本
に
よ

っ
て
諮
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
関
連
す
る
。
た

だ
し
こ
の
台
本
の
成
立
は
江
戸
以
前
に
遡
る
も
の
で
は
な
く
、



こ
こ
か
ら
直
ち
に
成
立
時
の
順
序
を
復
元
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
特
に
、
「
天
道
幅
」
を
念
仏
の
功
徳
に
よ
る
転
生
先
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
点
は
、

天
道
も
ま
た
穣
土
の
ひ
と
つ
と
説
い
て
い
る
『
往
生
要
集
』
の
教
え
と
姐
酷
す
る
。

本
作
研
究
の
鳴
矢
と
な
っ
た
大
串
純
夫
氏
5

の
論
考
で
、
こ
の
「
六
道
絵
」
が
『
往
生
要
集
』
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
以
来
、
現

在
で
は
同
書
の
内
容
に
従
っ
た
並
べ
方
が
広
く
採
用
さ
れ
て
い
る
。
十
五
幅
中
、
「
等
活
地
獄
幅
」
・
「
黒
縄
地
獄
幅
」
・
「
衆
合
地
獄
幅
」
・
「
阿
鼻
地
獄

幅
」
・
「
餓
鬼
道
幅
」
・
「
人
道
不
浄
相
幅
」
・
「
人
道
苦
相
(
生
老
病
死
)
幅
」
・
「
人
道
苦
相
(
愛
別
離
苦
)
幅
」
・
「
人
道
無
常
相
幅
」
・
「
天
道
幅
」
・
「
誓
轍

経
所
説
念
仏
功
徳
幅
」
・
「
優
婆
塞
戒
経
所
説
念
仏
功
徳
幅
」
の
十
四
幅
は
、
基
本
的
に
『
往
生
要
集
』
に
依
拠
し
た
内
容
が
描
か
れ
て
お
り
、
同
書
の

記
述
に
従
っ
て
上
記
の
順
で
並
べ
る
こ
と
に
は
妥
当
性
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
「
閤
魔
王
庁
幅
」
に
関
し
て
は
、
『
往
生
要
集
』
中
に
関
連
す
る
記
述
が
き

わ
め
て
少
な
く
、
同
書
を
基
準
に
十
五
幅
の
並
べ
方
を
考
え
る
上
で
、
本
幅
を
ど
こ
に
置
く
か
と
い
う
問
題
が
残
る
。
し
か
も
、
本
幅
画
面
上
段
二

箇
所
に
表
わ
さ
れ
た
色
紙
形
に
は
主
と
し
て
『
地
蔵
菩
薩
発
心
因
縁
十
王
経
』
(
以
下
『
地
蔵
十
王
経
』
と
記
す
)
に
基
づ
く
文
言
が
記
さ
れ
て
お
り
、
画

面
内
容
も
『
往
生
要
集
」
の
記
述
か
ら
は
隔
た
り
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
大
部
分
が
『
往
生
要
集
』
に
基
づ
く
セ
ッ
ト
の
中
に
、
一
幅
だ
け
典
拠
を
異
に

す
る
「
閤
魔
王
庁
幅
」
が
含
ま
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
過
去
に
は
大
串
氏
6

が
『
往
生
要
集
』
の
大
焦
熱
地
獄
に
関
す
る
部
分
に
「
閤
魔
羅
王
、
種
々
に
阿
噴
す
7

」
と
あ
る
こ
と
と
関

連
付
け
て
、
「
閤
魔
王
庁
幅
」
は
大
焦
熱
地
獄
図
と
し
て
描
か
れ
た
も
の
と
の
解
釈
を
提
示
し
て
い
る
8
0

従
っ
て
、
順
序
と
し
て
は
「
衆
合
地
獄
幅
」
と

「
阿
鼻
地
獄
幅
」
の
聞
に
置
く
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
画
中
の
色
紙
形
に
明
ら
か
に
『
往
生
要
集
』
と
は
出
典
の
異
な
る
文
言
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
、
本
幅
を
同
書
の
枠
内
で
解
釈
す
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
。
近
年
の
研
究
で
は
、
聖
衆
来
迎
寺
本
十
五
幅
中
の
中
心
的
な
役
割
を
担
う

幅
で
あ
る
と
捉
え
、
『
往
生
要
集
」
に
拠
ら
な
い
「
閤
魔
王
庁
幅
」
が
敢
え
て
加
え
ら
れ
た
こ
と
に
、
本
作
制
作
の
眼
目
が
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
主
流

と
な
り
つ
つ
あ
る
。

例
え
ば
加
須
屋
誠
氏
9

は
「
聖
衆
来
迎
寺
本
は
「
閤
魔
王
庁
幅
」
を
中
心
と
し
、
残
る
十
四
幅
を
そ
の
周
囲
に
配
置
す
る
こ
と
で
、
六
道
世
界
の
広
が

り
を
空
間
的
に
構
築
し
て
い
た
」
と
、
「
閤
魔
王
庁
幅
」
を
中
心
に
据
え
た
懸
用
形
態
に
言
及
し
て
い
る
。
で
は
、
同
幅
を
軸
に
十
五
幅
全
体
の
構
成
を

復
元
し
た
場
合
、
そ
こ
に
は
ど
の
よ
う
な
構
図
が
出
現
し
、
そ
れ
は
い
か
な
る
世
界
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
「
閤
魔
王
庁

幅
」
は
本
来
ど
の
位
置
に
並
べ
る
こ
と
を
意
図
し
て
制
作
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。



本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
論
じ
る
端
緒
と
す
べ
く
、
地
獄
幅
四
幅
に
「
閤
魔
王
庁
幅
」
を
加
え
た
五
幅
の
構
図
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
以

下
で
は
、
ま
ず
地
獄
幅
四
幅
に
描
か
れ
た
城
門
に
着
目
し
、
そ
の
構
図
上
の
役
割
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。

城
門
の
意
味
と
構
図
上
の
役
割

地
獄
幅
四
幅
に
は
い
ず
れ
も
、
画
面
を
横
断
す
る
城
門
が
大
き
く
描
か
れ
て
い
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
聖
衆
来
迎
寺
本
に
描
か
れ
た
モ
チ
ー
フ
の

多
く
は
『
往
生
要
集
』
に
典
拠
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
城
門
に
関
連
す
る
記
述
を
同
書
の
中
に
探
索
す
る
と
、
例
え
ば
等
活
地
獄
に
関
す

る
部
分
で
「
こ
の
地
獄
の
四
門
の
外
に
ま
た
十
六
の
春
属
の
別
処
あ
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
し
ば
し
ば
「
四
門
」
と
い
う
語
句
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
各
地
獄
の
四
周
を
囲
む
城
壁
の
四
方
に
あ
る
門
を
指
す
。
ま
た
「
十
六
の
各
属
の
別
処
」
と
は
、
四
門
そ
れ
ぞ
れ
の
外
側
に
四
つ
ず
つ
附
属
す

る
小
地
獄
の
こ
と
で
、
各
地
獄
の
四
周
に
は
合
わ
せ
て
十
六
の
別
処
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
。

つ
ま
り
地
獄
幅
に
描
か
れ
た
城
門
は
、
第
一
義
的
に
は
『
往
生
要
集
』
の
記
述
に
則
っ
て
「
四
門
」
の
一
部
を
描
い
た
も
の
で
あ
り
、
構
図
上
は
本
処

と
別
処
の
モ
チ
ー
フ
を
分
節
す
る
機
能
が
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
大
串
純
夫
氏
l
o

が
「
画
面
は
地
獄
の
門
と
塀
と
で
上
部
と
下
部
と
に
二
分

さ
れ
る
が
、
上
は
地
獄
の
内
部
を
意
味
し
、
下
は
こ
の
地
獄
に
付
属
す
る
種
々
の
苦
難
処
を
意
味
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。

た
だ
し
、
地
獄
幅
四
幅
に
描
か
れ
た
城
門
の
役
割
は
、
単
に
本
処
と
別
処
の
モ
チ
ー
フ
を
構
図
上
二
分
す
る
だ
け
に
留
ま
ら
な
い
。

本
作
の
構
図
に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
最
も
充
実
し
た
論
を
展
開
し
て
い
る
の
が
泉
武
夫
氏
で
あ
る
1
1
0

以
下
で
度
々
参
照
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

ま
ず
地
獄
幅
四
幅
に
関
し
て
同
氏
は
、
縦
長
の
画
面
に
お
い
て
モ
チ
ー
フ
を
分
節
す
る
際
に
よ
く
見
ら
れ
る
霞
が
本
作
に
ま
っ
た
く
用
い
ら
れ
て
い

な
い
こ
と
に
着
目
、
「
場
景
分
節
の
役
割
を
果
た
す
の
は
、
こ
こ
で
は
堅
牢
な
門
壁
で
あ
る
。
場
景
群
を
こ
こ
で
二
つ
(
各
地
獄
の
本
処
と
別
処
)
に
分

け
て
、
意
味
と
図
様
上
の
ま
と
ま
り
を
図
っ
て
い
る
の
だ
が
、
同
時
に
横
に
伸
び
る
門
壁
は
左
右
の
果
て
が
知
れ
ず
、
恐
怖
の
場
の
無
限
性
を
喚
起

す
る
効
果
も
も
た
ら
す
。
そ
し
て
、
門
壁
の
材
質
の
強
固
さ
は
、
こ
の
場
す
な
わ
ち
堕
地
獄
に
よ
る
断
罪
ル

l
ル
の
不
動
性
・
堅
固
性
を
象
徴
し
て

も
い
る
」
と
分
析
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
画
中
に
描
か
れ
た
城
門
は
、
モ
チ
ー
フ
を
分
節
す
る
構
図
上
の
機
能
と
と
も
に
、
地
獄
の
無
限
性
・
不
動
性
・

階
層
化
さ
れ
た
地
獄

一
一
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四

堅
固
性
を
象
徴
す
る
意
味
上
の
役
割
を
複
合
的
に
担
っ
て
い
る
と
の
指
摘
で
あ
る
。
地
獄
幅
の
城
門
に
場
面
文
節
以
上
の
意
味
が
あ
る
こ
と
へ
の
着

目
は
、
重
要
で
あ
る
。

以
上
の
観
点
に
加
え
て
本
稿
で
は
、
城
門
の
モ
チ
ー
フ
に
、
地
獄
幅
四
帽
を
構
図
上
も
意
味
上
も
緊
密
に
連
結
し
、
大
画
面
構
図
を
出
現
さ
せ
る

機
能
が
備
わ
る
点
を
指
摘
し
た
い
。
官
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
各
幅
に
描
か
れ
た
城
門
の
位
置
は
、
「
等
活
地
獄
幅
」
か
ら
「
阿
鼻
地
獄
幅
」
に
向
か
っ

て
順
次
降
下
す
る
よ
う
階
段
状
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
制
作
者
に
よ
っ
て
意
図
的
に
採
用
さ
れ
た
構
図
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

城
門
の
位
置
と
八
大
地
獄
の
階
層
構
造

階
段
状
に
降
下
す
る
城
門
の
構
図
は
、
地
獄
の
集
合
体
で
あ
る
「
八
大
地
獄
」
の
構
造
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
。
八
大
地
獄
と
は
、
『
大
智
度
論
』

な
ど
の
経
典
に
よ
る
と
、
我
々
が
住
む
閤
浮
堤
の
地
下
に
垂
直
の
層
を
な
し
て
存
在
す
る
八
つ
の
地
獄
の
こ
と
で
、
現
世
で
の
罪
が
重
け
れ
ば
、
よ

り
深
い
と
こ
ろ
に
堕
ち
る
と
い
う
。
『
往
生
要
集
』
に
も
説
か
れ
て
お
り
、
地
表
に
近
い
と
こ
ろ
か
ら
順
に
等
活
地
獄
・
黒
縄
地
獄
・
衆
合
地
獄
・
叫

喚
地
獄
・
大
叫
喚
地
獄
・
焦
熱
地
獄
・
大
焦
熱
地
獄
・
阿
鼻
地
獄
と
記
さ
れ
る
。

聖
衆
来
迎
寺
本
の
地
獄
幅
で
は
、
こ
の
う
ち
等
活
・
黒
縄
・
衆
合
と
い
う
上
層
の
三
地
獄
を
そ
れ
ぞ
れ
一
幅
ず
つ
描
き
、
中
間
に
あ
る
四
地
獄
を

省
略
、
も
う
一
幅
に
は
最
下
層
に
位
置
す
る
阿
鼻
地
獄
を
描
く
。
こ
れ
ら
四
幅
に
描
か
れ
た
城
門
の
位
置
を
改
め
て
確
認
す
る
と
、
八
大
地
獄
の
階

層
構
造
と
の
対
応
関
係
が
明
確
に
見
え
て
く
る
。
つ
ま
り
、
最
も
上
層
に
あ
る
等
活
地
獄
の
城
門
を
画
面
上
段
に
、
そ
の
下
に
あ
る
黒
縄
地
獄
と
衆

合
地
獄
の
城
門
を
画
面
中
段
に
描
き
、
最
下
層
に
あ
る
阿
鼻
地
獄
の
城
門
を
画
面
下
段
に
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
等
活
地
獄
か
ら
阿
鼻
地
獄
に
向

か
つ
て
深
さ
を
増
し
て
い
く
八
大
地
獄
の
階
層
構
造
が
一
望
の
下
に
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

地
獄
幅
四
幅
は
、

一
幅
ご
と
に
完
結
す
る
縦
長
構
図
で
あ
る
と
同
時
に
、
連
幅
と
し
て
横
に
つ
な
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
横
長
の
大
画
面
構
図
と
も

な
る
性
質
を
兼
ね
備
え
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
こ
の
大
画
面
構
図
に
視
覚
的
な
統
一
感
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
が
、
各
幅
に
ひ
と
き
わ
大
き
く

描
か
れ
た
城
円
で
あ
る
。
城
門
の
描
か
れ
た
位
置
や
大
き
さ
を
さ
ら
に
詳
し
く
分
析
し
て
み
る
と
、
興
味
深
い
構
図
上
の
工
夫
の
跡
が
見
え
て
く
る
。



各
幅
の
画
面
を
水
平
方
向
に
四
分
割
し
て
考
え
る
と
、
城
門
は
「
等
活
地
獄
幅
」
で
は
ち
ょ
う
ど
上
か
ら
二
段
目
の
範
囲
に
、
「
黒
縄
地
獄
幅
」
と
「
衆

合
地
獄
幅
」
は
上
か
ら
三
段
目
の
範
囲
に
ほ
ぼ
収
ま
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
阿
鼻
地
獄
幅
」
の
城
門
も
上
か
ら
三
段
目
の
範
囲
に
位
置
し

て
い
る
が
四
段
目
の
範
囲
に
ま
で
は
み
出
す
よ
う
に
巨
大
に
描
か
れ
て
い
る
の
で
、

一
段
下
に
あ
る
よ
う
に
見
え
る
1
2
0

そ
し
て
本
帽
で
は
、
城
門

だ
け
で
な
く
獄
卒
や
罪
人
の
モ
チ
ー
フ
も
大
き
く
描
か
れ
て
お
り
、
全
体
に
近
接
構
図
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
四
幅
を
連
続
し
て
眺
め
る
と
、

等
活
地
獄
か
ら
阿
鼻
地
獄
に
向
か
っ
て
下
降
し
つ
つ
鑑
賞
者
側
に
近
づ
い
て
く
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
鑑
賞
者
は
、
「
等
活
地
獄
幅
」
に
お
い
て
は
遠

望
し
て
い
た
地
獄
の
責
め
苦
を
、
「
阿
鼻
地
獄
幅
」
に
至
っ
て
は
間
近
に
見
る
こ
と
に
な
り
、
恐
怖
の
イ
リ
ュ

l
ジ
ョ
ン
が
自
身
の
至
近
距
離
に
ま
で

迫
っ
て
来
る
よ
う
な
感
覚
を
引
き
起
こ
す
。

以
上
の
分
析
を
踏
ま
え
て
、
地
獄
幅
四
幅
に
お
け
る
城
門
の
役
割
を
ま
と
め
る
と
次
の
三
点
と
な
ろ
う
。
第
一
に
地
獄
の
本
処
と
別
処
の
モ
チ
1

フ
を
構
図
上
分
節
す
る
機
能
が
あ
り
、
こ
れ
は
先
行
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
第
二
に
地
獄
の
無
限
性
・
不
動
性
・
堅
固
性
な
ど
の
意
味
を
象

徴
的
に
表
わ
す
機
能
が
あ
り
、
こ
れ
は
泉
氏
の
指
摘
に
よ
る
。
加
え
て
第
三
に
、
地
獄
幅
四
幅
を
連
結
し
て
大
画
面
構
図
を
表
出
さ
せ
、
八
大
地
獄

の
構
造
に
準
じ
た
地
獄
相
互
の
位
置
関
係
を
示
す
機
能
が
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
本
稿
で
初
め
て
指
摘
し
た
。
地
獄
幅
四
幅
の
構
図
上
の
連
続

性
に
つ
い
て
、
以
下
で
は
城
門
以
外
の
モ
チ
ー
フ
か
ら
も
確
認
し
て
お
き
た
い
。

四

地
獄
幅
四
幅
の
背
景

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
地
獄
幅
四
幅
で
は
城
門
に
よ
っ
て
画
面
が
分
割
さ
れ
る
構
図
と
な
っ
て
お
り
、
門
の
上
下
で
割
り
当
て
ら
れ
た
空

聞
の
広
さ
に
違
い
が
発
生
し
て
い
る
。
例
え
ば
「
等
活
地
獄
幅
」
で
は
、
下
部
が
広
く
上
部
が
狭
い
。
下
部
の
別
処
の
モ
チ
ー
フ
が
岩
山
や
樹
木
に
よ
っ

て
具
象
的
に
描
写
さ
れ
た
風
景
の
中
に
配
置
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
上
部
の
本
処
の
モ
チ
ー
フ
は
無
背
景
の
抽
象
的
な
空
間
に
や
や
圧
縮
さ
れ
て

配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
泉
武
夫
氏
1
3
が
、
「
こ
の
画
幅
は
中
央
よ
り
や
や
上
に
城
門
を
水
平
に
設
け
て
お
り
、
下
三
分
の
こ
だ
け
で
一

程
の
奥
行
き
感
を
伴
、
っ
す
ぐ
れ
た
場
景
描
写
が
見
ら
れ
る
の
だ
が
、
視
線
を
上
に
移
動
す
る
と
そ
の
奥
行
き
感
は
城
門
を
挟
ん
で
ご
破
算
に
な
り
、

階
層
化
さ
れ
た
地
獄

一
一
五



ー且ー

ノ、

リ
セ
ッ
ト
さ
れ
た
よ
う
な
感
を
受
け
る
。
上
三
分
の
一
に
は
背
景
描
写
が
な
い
点
も
そ
の
印
象
を
助
長
す
る
。
」
と
分
析
し
て
い
る
。
こ
こ
で
指
摘
さ

れ
た
「
等
活
地
獄
幅
」
に
お
け
る
城
門
の
上
下
で
の
奥
行
き
感
の
違
い
は
、
城
門
の
位
置
を
画
面
上
段
に
置
く
こ
と
を
構
図
上
最
優
先
し
た
た
め
に
生

じ
た
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
描
き
込
ま
れ
た
モ
チ
ー
フ
の
八
刀
量
を
比
較
し
て
み
る
と
、
城
門
よ
り
上
部
に
は
鉄
爪
で
争
う
罪
人
、
獄
卒
に
打

ち
据
え
ら
れ
る
罪
人
、
全
身
を
切
り
刻
ま
れ
る
が
す
ぐ
蘇
生
し
て
繰
り
返
し
責
苦
を
受
け
る
罪
人
の
三
場
面
で
、
八
体
の
獄
卒
と
十
一
人
の
罪
人
が

描
か
れ
て
い
る
。
い
っ
ぽ
う
城
門
よ
り
下
部
に
は
十
六
別
処
の
う
ち
四
つ
の
場
面
が
描
か
れ
て
お
り
、
九
体
の
獄
卒
と
二
十
人
ほ
ど
の
罪
人
が
描
か

れ
て
い
る
。
下
部
の
罪
人
に
は
人
体
の
原
形
を
留
め
て
い
な
い
者
も
多
く
、
城
門
の
上
下
に
描
き
込
ま
れ
た
モ
チ
ー
フ
の
分
量
に
は
大
差
な
い
と
い

え
る
。
城
門
の
位
置
を
現
状
よ
り
も
下
方
に
ず
ら
せ
ば
、
双
方
に
適
切
な
空
間
を
割
り
当
て
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

本
幅
で
は
城
門
を
上
方
に
配
置
し
て
い
る
た
め
に
、
上
部
の
面
積
は
下
部
に
比
べ
て
三
分
の
二
程
度
し
か
な
く
、
自
然
景
を
描
き
込
む
だ
け
の
十
分

な
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
。
こ
の
城
門
の
配
置
が
、
他
幅
と
の
相
五
関
係
に
お
い
て
動
か
し
難
か
っ
た
た
め
に
、
泉
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
奥
行
き
感
が

「
城
門
を
挟
ん
で
ご
破
算
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

も
う
一
つ
の
理
由
と
し
て
、
「
等
活
地
獄
幅
」
画
面
上
部
で
は
、
人
聞
が
住
む
閏
浮
堤
か
ら
等
活
地
獄
ま
で
の
距
離
感
を
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
『
往
生
要
集
』
で
は
等
活
地
獄
の
場
所
を
「
閤
浮
堤
の
下
、

一
千
由
旬
に
あ
り
」
と
記
し
て
い
る
。
由
旬
(
由
旬
膳
那
と
も
)
と
は

党
語
に
お
け
る
距
離
の
単
位
で
、

一
山
祝
に
で
由
旬
は
十
四
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
相
当
す
る
と
い
う
。
こ
れ
を
も
と
に
換
算
す
る
と
、
等
活
地
獄
は

地
下
一
万
四
千
四
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
達
す
る
深
さ
に
存
在
し
て
い
る
。
地
獄
幅
四
幅
の
画
面
上
端
の
表
現
に
関
し
て
、
泉
氏
l
i
が
「
い
ず
れ
も

何
か
し
ら
の
シ
ル
シ
H

明
搬
の
あ
る
空
間
と
し
て
は
表
わ
さ
ず
、
た
だ
あ
い
ま
い
な
背
地
が
広
が
っ
て
い
る
の
み
」
と
処
理
し
て
い
る
こ
と
に
触
れ

て
お
り
、
そ
の
理
由
と
し
て
「
須
弥
山
世
界
観
で
は
地
下
深
く
に
あ
る
諸
地
獄
界
は
も
と
よ
り
空
を
も
た
な
い
。
詰
洋
と
し
た
拡
が
り
を
も
ち
な
が

ら
も
、
上
方
は
地
天
井
に
ぶ
つ
か
る
べ
き
密
閉
空
間
」
で
あ
る
地
獄
の
性
格
を
反
映
し
た
も
の
と
解
釈
す
る
。
こ
の
見
方
は
、
八
大
地
獄
の
う
ち
最

初
の
場
所
に
あ
た
る
「
等
活
地
獄
幅
」
の
本
処
が
無
背
景
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
も
当
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

つ
ま
り
、
地
獄
の
最
上

層
で
あ
る
等
活
地
獄
の
本
処
部
分
を
、
あ
え
て
無
背
景
の
抽
象
的
な
空
間
と
し
て
描
き
、
地
上
か
ら
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
距
離
の
隔
た
り
を
示
し

た
と
も
解
釈
で
き
る
。

ま
た
、
地
獄
幅
の
う
ち
無
背
景
で
空
間
が
処
理
さ
れ
て
い
る
場
面
は
他
に
も
あ
る
。
「
阿
鼻
地
獄
幅
」
で
は
上
部
下
部
と
も
に
無
背
景
で
、
城
門
と



燃
え
さ
か
る
炎
以
外
に
背
景
と
な
る
よ
う
な
土
坂
や
樹
木
は
一
切
描
か
れ
て
い
な
い
。
八
大
地
獄
の
最
下
層
に
あ
る
阿
鼻
地
獄
も
ま
た
、
地
上
か
ら

の
遠
さ
と
、
空
間
の
広
さ
、
そ
こ
で
過
ご
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
時
間
の
長
さ
1
5

に
お
い
て
具
象
的
な
風
景
を
凌
駕
す
る
と
判
断
さ
れ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

こ
う
し
て
見
る
と
、
地
獄
幅
四
幅
で
は
、
地
獄
の
始
ま
り
に
あ
た
る
等
活
地
獄
の
本
処
と
最
終
段
階
に
あ
た
る
阿
鼻
地
獄
を
無
背
景
の
抽
象
的
な

空
間
と
し
て
描
き
、
そ
の
聞
に
具
象
的
な
地
獄
の
風
景
が
挟
み
込
ま
れ
る
構
図
と
も
な
っ
て
い
る
。
「
等
活
地
獄
幅
」
の
下
部
か
ら
、
「
黒
縄
地
獄
幅
」

「
衆
合
地
獄
幅
」
に
か
け
て
は
、
山
屋
・
谷
・
川
・
土
披
・
樹
木
な
ど
の
自
然
景
が
合
理
的
に
配
置
さ
れ
た
パ
ノ
ラ
ミ
ツ
ク
な
空
間
が
広
が
り
、
そ
こ
で

繰
り
広
げ
ら
れ
る
責
め
苦
に
は
生
々
し
い
現
実
感
が
加
わ
る
。
こ
の
凹
帽
を
連
幅
と
し
て
眺
め
る
と
、
そ
の
最
初
と
最
後
の
無
背
景
の
空
間
か
ら
漠

と
し
た
無
限
の
恐
怖
が
感
じ
ら
れ
る
一
方
で
、
そ
の
聞
に
配
さ
れ
た
具
象
的
風
景
か
ら
は
、
責
め
苦
を
疑
似
体
験
す
る
よ
う
な
臨
場
感
も
伝
わ
っ
て

く
る
。
す
な
わ
ち
、
地
獄
幅
四
幅
は
一
連
の
大
画
面
と
し
て
見
た
時
に
、
地
獄
絵
と
し
て
の
最
大
の
効
果
を
発
揮
す
る
よ
う
綴
密
に
設
計
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
以
下
で
は
引
き
続
き
、
地
獄
幅
四
幅
を
連
幅
と
し
て
捉
え
た
場
合
の
、
各
幅
の
間
で
の
モ
チ
ー
フ
の
連
続
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

玉

地
獄
幅
四
幅
に
お
け
る
モ
チ
ー
フ
の
連
続
性

「
黒
縄
地
獄
幅
」
と
「
衆
合
地
獄
幅
」
の
城
門
の
位
置
は
、
水
平
方
向
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
、
城
門
の
上
下
に
広
々
と
し
た
空
間
が
出
現
す
る
こ

と
に
も
な
る
c

ま
た
、
「
等
活
地
獄
幅
」
・
「
黒
縄
地
獄
幅
」
・
「
衆
合
地
獄
幅
」
の
別
処
は
、
土
壌
や
樹
木
に
よ
っ
て
幅
を
超
え
て
連
結
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
も
見
え
る
。
そ
し
て
各
幅
に
描
か
れ
た
モ
チ
ー
フ
の
動
線
に
も
注
意
し
て
み
る
と
、
幅
ど
う
し
の
つ
な
が
り
が
一
層
明
瞭
に
見
え
て
く
る
。
「
等

活
地
獄
幅
」
の
下
端
で
は
、
獄
卒
に
追
わ
れ
た
罪
人
た
ち
が
、
炎
の
燃
え
さ
か
る
岩
山
に
向
か
っ
て
追
い
立
て
ら
れ
て
い
く
が
、
右
下
か
ら
左
上
に

向
か
っ
て
迫
り
上
が
る
よ
う
に
描
か
れ
た
岩
山
は
、
そ
の
ま
ま
「
黒
縄
地
獄
幅
」
の
別
処
、
向
か
っ
て
右
側
の
崖
の
頂
へ
と
連
続
す
る
。
同
幅
の
下
端

で
も
、
画
面
右
下
か
ら
左
上
に
向
か
っ
て
罪
人
た
ち
が
崖
を
駆
け
上
る
よ
う
に
獄
卒
に
追
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
動
線
が
「
衆
合
地
獄
幅
」
の
別
処
、
男

色
に
ふ
け
っ
た
男
が
両
足
を
獄
卒
に
聞
か
れ
て
責
苦
を
受
け
る
場
面
へ
と
つ
な
が
る
。
こ
れ
ら
三
幅
の
別
処
の
罪
人
は
、
険
峻
な
崖
や
谷
を
昇
降
し

階
層
化
さ
れ
た
地
獄
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人

逃
げ
惑
い
な
が
ら
、
次
第
に
左
方
向
へ
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
く
よ
う
に
も
見
え
る
。
幅
を
ま
た
い
だ
左
方
向
へ
の
動
線
は
す
な
わ
ち
、
徐
々
に
地
獄

の
深
み
へ
と
落
ち
て
い
く
方
向
を
示
す
と
も
い
え
よ
う
。
と
こ
ろ
が
「
衆
合
地
獄
幅
」
の
別
処
部
分
左
端
は
、
右
に
向
か
っ
て
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
す
る

崖
の
上
で
、
左
か
ら
迫
り
来
る
生
前
の
恋
人
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
罪
人
が
右
方
向
に
逃
げ
る
構
図
が
と
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
左
方
向
へ
の
モ

チ
ー
フ
の
動
き
は
こ
こ
で
一
旦
閉
じ
ら
れ
て
、
「
阿
鼻
地
獄
幅
」
の
下
部
が
、
他
帽
の
別
処
と
は
位
相
が
異
な
る
空
間
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

「
阿
鼻
地
獄
幅
」
の
下
部
に
は
、
『
往
生
要
集
』
に
依
拠
し
な
い
モ
チ
ー
フ
が
描
か
れ
て
い
る
。
同
書
に
は
阿
鼻
地
獄
の
別
所
に
関
す
る
記
述
が
あ
る

も
の
の
、
本
幅
で
は
こ
れ
を
採
用
せ
ず
、
同
書
に
記
述
の
な
い
、
罪
人
を
乗
せ
た
火
車
が
描
か
れ
て
い
る
。
『
観
仏
三
味
海
経
』
な
ど
の
経
典
で
は
、

父
母
を
殺
害
す
る
な
ど
の
大
罪
を
犯
し
た
者
は
、
八
大
地
獄
の
最
下
層
に
あ
る
阿
鼻
地
獄
へ
直
ち
に
送
ら
れ
、
そ
の
死
に
際
し
て
は
火
車
が
来
迎
す

る
と
説
く
。
火
車
来
迎
に
つ
い
て
は
、
鎌
倉
時
代
の
説
話
や
六
道
絵
の
遺
品
中
に
散
見
さ
れ
、
中
世
に
は
阿
鼻
地
獄
に
付
随
す
る
イ
メ
ー
ジ
と
し
て

広
く
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
1
6
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本
幅
で
、
阿
鼻
地
獄
の
別
処
の
モ
チ
ー
フ
に
代
え
て
火
車
来
迎
が
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
よ

う
な
趨
勢
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
『
往
生
要
集
』
の
内
容
か
ら
は
逸
脱
す
る
異
質
な
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
画
面
左
か
ら
右
方
向
の

城
門
に
向
か
っ
て
火
車
を
走
り
込
ま
せ
る
構
図
で
、
他
の
地
獄
を
経
由
せ
ず
に
や
っ
て
来
た
大
罪
人
で
あ
る
こ
と
を
破
綻
な
く
示
し
て
い
る
。

各
幅
の
城
門
よ
り
上
部
に
描
か
れ
る
本
処
で
は
、
幅
ご
と
の
構
図
的
な
独
立
性
が
比
較
的
強
い
。
無
背
景
の
「
等
活
地
獄
幅
」
と
「
阿
鼻
地
獄
幅
」
で

は
も
ち
ろ
ん
、
背
景
を
描
く
「
黒
縄
地
獄
幅
」
と
「
衆
合
地
獄
幅
」
に
お
い
て
も
、
地
形
的
な
連
続
性
は
希
薄
で
あ
る
。
幅
を
ま
た
が
っ
た
横
方
向
へ
の

連
続
を
感
じ
さ
せ
る
モ
チ
ー
フ
も
少
な
く
、
罪
人
や
獄
卒
の
動
く
動
線
は
各
幅
の
中
で
完
結
し
て
い
る
。
そ
の
代
わ
り
、
「
黒
縄
地
獄
幅
」
・
「
集
合
地

獄
幅
」
・
「
阿
鼻
地
獄
幅
」
で
は
、
上
か
ら
下
へ
の
落
下
物
を
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
ひ
と
つ
上
層
に
あ
る
地
獄
か
ら
堕
ち
て
く
る
際
の
深
さ
が
強
調

さ
れ
て
い
る
。
「
黒
縄
地
獄
幅
」
で
は
、
熱
鉄
の
綱
を
渡
り
き
れ
ず
炎
の
中
へ
落
下
す
る
罪
人
、
「
集
合
地
獄
幅
」
で
は
空
か
ら
降
り
そ
そ
ぐ
鉄
山
、
「
阿

鼻
地
獄
幅
」
で
は
二
千
年
の
間
熱
鉄
と
と
も
に
落
下
し
続
け
る
罪
人
が
描
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
モ
チ
ー
フ
に
よ
っ
て
他
の
地
獄
と
の
高
低
差
が

表
わ
さ
れ
て
い
る
と
理
解
で
き
る
。
こ
の
点
に
関
連
し
て
加
須
屋
誠
氏
1
7

は
、
「
黒
縄
地
獄
幅
」
に
お
け
る
高
度
と
奥
行
き
感
の
表
現
を
「
画
面
最
下
段

左
右
に
崖
を
配
し
、
画
面
最
上
段
左
右
に
は
鉄
山
と
支
柱
と
を
描
く
こ
と
で
、
そ
の
聞
に
位
置
す
る
(
獄
門
を
中
心
と
し
た
)
世
界
の
広
が
り
が
明
確

に
看
取
さ
れ
る
。
そ
の
奥
行
き
に
し
た
が
い
観
者
の
視
線
は
自
然
に
画
面
上
方
へ
と
導
か
れ
、
支
柱
に
張
ら
れ
た
網
に
す
が
り
つ
く
罪
人
へ
と
向
か

ぅ
。
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
一
気
に
落
下
す
る
、
罪
人
の
目
も
肱
む
よ
う
な
恐
怖
を
追
体
験
す
る
気
分
と
な
る
」
と
分
析
、
同
様
の
構
図
上
の
工
夫
が



他
の
地
獄
幅
で
も
行
わ
れ
て
お
り
「
単
調
に
陥
ら
ず
、
さ
り
と
て
散
漫
に
も
な
ら
ぬ
確
か
な
構
想
力
」
の
存
在
を
指
摘
す
る
。
本
稿
に
お
け
る
考
察
を

踏
ま
え
る
と
、
加
須
屋
氏
の
い
う
「
確
か
な
構
想
力
」
は
、
各
幅
単
位
で
完
結
す
る
だ
け
で
な
く
、
複
数
の
幅
を
連
結
す
る
構
図
に
お
い
て
も
発
揮
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
明
白
と
な
ろ
う
。

こ
こ
ま
で
は
、
地
獄
幅
四
幅
の
階
層
構
図
と
連
続
性
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
城
門
と
い
う
モ
チ
ー
フ
が
四
幅
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
連
結
し
て
八

大
地
獄
の
階
層
構
造
を
可
視
化
し
つ
つ
、
各
地
獄
の
中
に
配
置
さ
れ
た
罪
人
と
獄
卒
の
動
線
や
風
景
に
よ
っ
て
、
空
間
に
有
機
的
な
つ
な
が
り
が
生

ま
れ
る
と
い
う
構
図
上
の
特
徴
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
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「
閤
魔
王
庁
幅
」
の
構
図
と
地
獄
幅
に
対
す
る
位
置
関
係

最
後
に
、
こ
の
四
幅
に
「
閤
魔
王
庁
幅
」
を
加
え
て
五
連
幅
と
捉
え
た
時
に
、
ど
の
よ
う
な
構
図
と
意
味
が
立
ち
現
わ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
検
証
す

る
。
本
幅
の
中
心
に
は
、
死
後
の
裁
き
を
行
う
十
王
の
う
ち
五
七
日
の
裁
き
を
司
る
閤
魔
王
の
庁
舎
が
描
か
れ
る
1
8
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そ
の
形
状
は
壮
麗
な
宮
殿
の

ょ
う
で
あ
り
、
画
面
の
半
分
以
上
を
占
め
、
重
厚
な
屋
根
が
画
面
上
端
を
完
全
に
覆
い
尽
く
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
画
面
処
理
は
、
画
面
最
上
端

を
虚
空
と
し
て
処
理
し
て
い
る
他
の
十
四
幅
と
は
一
見
し
て
大
き
く
印
象
が
異
な
る
。
庁
舎
を
含
む
モ
チ
ー
フ
の
多
く
が
左
右
対
称
に
配
置
さ
れ
て

お
り
、
画
面
左
右
の
上
端
二
箇
所
に
色
紙
形
を
配
し
て
い
る
こ
と
も
他
幅
に
例
が
な
い
。
全
体
と
し
て
正
面
鑑
賞
性
が
強
く
、
あ
た
か
も
閤
魔
王
を

中
尊
と
し
た
礼
拝
画
の
よ
う
な
趣
が
あ
る
。

宮
殿
内
に
は
憤
怒
の
形
相
の
閤
魔
王
が
椅
座
し
、
そ
の
周
囲
を
五
人
の
冥
官
、
死
者
の
行
状
を
記
録
す
る
司
命
・
司
録
、
双
童
、
階
段
上
で
奏
上

す
る
倶
生
神
が
と
り
囲
む
。
画
面
下
部
に
は
前
庭
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
死
者
が
裁
き
を
受
け
て
い
る
。
基
壇
上
に
あ
る
庁
舎
と
前
庭
に
は
高
低
差
が

あ
り
、
こ
の
場
の
支
配
者
と
し
て
の
閤
魔
王
の
立
場
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
い
っ
ぽ
う
、
前
庭
に
机
を
置
き
死
者
た
ち
の
言
い
分
を
聴
取
し
て
い
る

二
神
は
倶
生
神
で
、
彼
ら
は
人
間
の
生
涯
の
行
状
を
記
録
す
る
。
向
か
っ
て
左
方
の
羅
剃
形
が
悪
事
を
、
右
方
の
童
子
形
が
善
行
を
記
録
す
る
。
ま

た
、
各
々
の
倶
生
神
の
手
前
に
は
人
間
の
生
涯
の
善
悪
を
証
言
す
る
二
本
の
人
頭
瞳
が
あ
る
。
こ
れ
も
左
方
の
羅
利
形
が
悪
事
を
、
右
方
の
普
薩
形

階
層
化
さ
れ
た
地
獄
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が
善
行
を
証
言
す
る
。
そ
し
て
羅
利
形
の
倶
生
神
の
後
方
に
は
、
生
前
の
行
状
を
全
て
映
し
出
す
業
鏡
が
あ
り
、
鏡
面
に
は
僧
侶
を
殺
害
す
る
男
の

悪
事
が
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
本
幅
に
は
、
前
世
の
因
果
を
勘
案
し
て
転
生
先
を
決
定
す
る
絶
対
者
と
し
て
の
閤
魔
王
と
、
閤
魔
王
の
存
在
が
も
た

ら
す
厳
粛
な
秩
序
が
表
わ
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、

一
見
左
右
対
称
に
見
え
る
本
幅
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
生
前
の
行
状
に
応
じ
た
救
済

と
堕
地
獄
の
二
つ
の
モ
チ
ー
フ
が
左
右
非
対
称
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
裁
き
を
受
け
る
死
者
の
多
く
は
、
画
面
右
か
ら
左
に
向
か
う
方

向
で
獄
卒
に
追
わ
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
腰
衣
以
外
の
衣
服
を
は
ぎ
取
ら
れ
、
頭
髪
も
さ
ら
さ
れ
、
手
柳
・
首
柳
・
縄
で
捕
縛
さ
れ
て
お
り
、
堕
地
獄

が
決
定
し
た
罪
人
た
ち
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

い
っ
ぽ
う
、
裁
き
を
受
け
る
死
者
た
ち
の
中
で
唯
一
、
責
苦
に
背
を
向
け
て
い
る
者
が
い
る
。

童
子
形
の
倶
生
神
に
恭
し
く
ひ
ざ
ま
づ
い
て
対
面
す
る
男
が
そ
れ
で
あ
り
、
彼
は
衣
服
と
帽
子
で
全
身
を
包
ん
で
い
る
。
生
前
の
善
行
に
よ
っ
て
堕

地
獄
を
免
れ
た
者
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
前
庭
で
の
裁
き
の
場
面
で
は
、
向
か
っ
て
右
側
に
善
行
に
よ
っ
て
堕
地
獄
を
免
れ

る
者
の
世
界
が
、
そ
し
て
左
側
に
地
獄
に
落
と
さ
れ
る
罪
深
い
者
た
ち
の
行
く
べ
き
道
が
配
置
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

「
閤
魔
王
庁
幅
」
の
構
図
を
こ
の
よ
う
に
捉
え
る
と
、
本
幅
を
起
点
に
そ
の
向
か
っ
て
左
方
向
に
地
獄
幅
四
幅
を
配
置
す
る
の
が
ご
く
自
然
な
構
成

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
先
に
確
認
し
た
地
獄
幅
四
幅
に
階
段
状
に
描
か
れ
た
城
門
の
意
味
が
、
よ
り
は
っ
き
り
と

す
る
。
地
獄
幅
四
幅
の
、
右
か
ら
左
に
向
か
っ
て
深
み
に
落
ち
て
い
く
よ
う
な
構
図
は
、
そ
の
出
発
点
に
「
閤
魔
王
庁
幅
」
を
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
完

成
す
る
。
同
幅
の
最
上
部
を
覆
う
屋
根
は
、
地
獄
幅
に
描
か
れ
た
城
門
と
の
相
互
関
係
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
五
幅
の
中
で
最
上
層
に
位
置
す
る
世
界

で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
「
閤
魔
王
庁
幅
」
・
「
等
活
地
獄
幅
」
・
「
黒
縄
地
獄
幅
」
・
「
衆
合
地
獄
幅
」
・
「
阿
鼻
地
獄
幅
」
と
順
次
下

降
し
て
い
く
、
ひ
と
つ
な
が
り
の
世
界
が
大
画
面
構
図
で
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
五
幅
の
う
ち
「
阿
鼻
地
獄
幅
」
以
外
に
は
、
画
中
の
色
紙
形
に
墨
書
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
冒
頭
に
以
下
の
よ
う
な
文
言
が
記
さ
れ
て
い
る
。

「
閤
摩
王
宮
去
人
間
五
百
由
旬
膳
那
」
、
「
等
活
地
獄
者
在
於
此
閤
浮
提
之
下
一
千
由
旬
」
、
「
黒
縄
地
獄
者
在
等
活
下
」
、
「
衆
合
地
獄
者
在
黒
縄
下
」
。
「
地

蔵
十
王
経
」
や
『
往
生
要
集
』
か
ら
抄
出
さ
れ
た
、
「
閤
魔
王
宮
は
人
間
世
界
を
去
る
こ
と
五
百
由
旬
膳
那
」
、
「
等
活
地
獄
は
閤
浮
提
の
下
一
千
由
旬
」
、

「
黒
縄
地
獄
は
等
活
の
下
」
、
「
衆
合
地
獄
は
黒
縄
の
下
」
と
い
う
一
連
の
文
言
が
示
そ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
我
々
の
住
む
人
間
世
界
か
ら
閤
魔
王
庁

や
地
獄
へ
の
距
離
と
、
相
互
の
位
置
関
係
に
他
な
ら
な
い
。
数
的
秩
序
に
彩
ら
れ
た
均
衡
あ
る
世
界
観
は
、
仏
教
経
典
に
広
く
説
か
れ
る
も
の
で
あ



る
が
、
こ
こ
で
見
た
五
幅
に
は
そ
れ
を
可
視
化
し
よ
う
と
す
る
意
欲
が
あ
ふ
れ
で
い
る
。

お
わ
り
に

今
回
の
大
津
展
で
経
験
し
た
、
複
数
の
幅
が
響
き
合
っ
て
ひ
と
つ
の
世
界
観
が
立
ち
上
が
っ
て
く
る
よ
う
な
律
動
か
ら
、
こ
の
十
五
幅
を
構
成
す

る
何
ら
か
の
法
則
の
存
在
を
感
じ
た
。
本
稿
で
は
、
「
閤
魔
王
庁
幅
」
と
地
獄
幅
四
幅
に
焦
点
を
絞
っ
て
そ
れ
を
探
っ
た
。
そ
の
結
果
、
「
閤
魔
王
庁
幅
」

と
地
獄
幅
四
幅
の
構
図
に
は
、
建
築
モ
チ
ー
フ
に
よ
っ
て
地
上
か
ら
の
距
離
感
を
描
き
分
け
る
共
通
し
た
意
図
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
、

「
閤
魔
王
庁

幅
」
・
「
等
活
地
獄
幅
」
・
「
黒
縄
地
獄
幅
」
・
「
衆
合
地
獄
幅
」
・
「
阿
鼻
地
獄
幅
」
の
順
で
、
右
か
ら
左
に
向
か
っ
て
懸
け
並
べ
る
の
が
適
当
で
あ
る
こ

と
を
再
確
認
し
た
。
ま
た
、
考
察
を
通
じ
て
、
「
閤
魔
王
庁
幅
」
の
、
全
十
五
幅
中
の
重
要
性
も
改
め
て
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
本
作
が
成
立
し
た

十
三
世
紀
に
は
、
間
魔
王
を
中
尊
と
す
る
儀
礼
空
間
が
い
く
つ
か
建
設
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
貞
応
二
年
(
一
二
二
三
)
、
に
宣
陽
門
院
の
御
願

で
建
立
さ
れ
た
醍
醐
寺
焔
魔
堂
が
中
世
六
道
絵
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
近
年
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
1
9
0

聖
衆
来
迎
寺
本
の
「
悶
魔
王
庁
幅
」
に

関
し
て
も
、
図
像
構
成
や
地
獄
幅
と
の
関
係
に
お
い
て
、
醍
醐
寺
焔
魔
堂
の
よ
う
な
十
三
世
紀
に
お
け
る
閤
魔
信
仰
の
場
と
の
関
わ
り
を
考
え
る
必

要
が
あ
り
、
こ
れ
を
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

l

聖
衆
来
迎
寺
本
に
は
、
他
に
「
畜
生
道
幅
」
と
「
阿
修
羅
道
幅
」
が
あ
る
が
、
今
回
は
出
品
さ
れ
ず
写
真
パ
ネ
ル
の
み
の
展
示
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
幅
は
、

「
餓
鬼
道
幅
」
と
「
人
道
不
浄
相
幅
」
と
の
聞
に
入
る
。

J

聖
衆
来
迎
寺
本
各
幅
の
内
容
や
出
血
ハ
と
の
対
応
関
係
に
つ
い
て
は
、
加
須
屋
誠
「
全
場
面
解
説
」
と
山
本
聡
美
「
各
幅
解
説
」
(
い
ず
れ
も
泉
武
夫
・
加

須
屋
誠
・
山
本
聡
美
共
編
著
『
国
宝

六
道
絵
』
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二

O
O
七
年
所
収
)
を
参
照
。

階
層
化
さ
れ
た
地
獄



一
一

3

本
作
の
伝
来
と
研
究
史
に
関
し
て
は
、
山
本
聡
美
「
〈
伝
来
と
研
究
史
〉
国
宝
「
六
道
絵
」
の
修
復
と
移
動
」
(
前
掲
『
国
宝

六
道
絵
』
所
収
)
に
て
論
じ

たー
真
保
亨
「
〈
資
料
紹
介
〉
六
道
絵
相
略
縁
起
」
(
『
日
本
仏
教
』
一
エ
ペ
一
九
六
七
年
)
、
林
雅
彦
「
六
道
絵
相
暑
縁
起
」
(
林
雅
彦
・
徳
田
和
夫
編
『
伝
承
文
学

資
料
集
』
第
二
輯
、
三
弥
井
書
庖
、

一
九
八
三
年
)
参
照
。

5

大
串
純
夫
「
十
界
図
考
(
上
・
下
)
」
(
『
美
術
研
究
』
一
一
九
・
二
一

O
、
一
九
四
一
年
、

の
ち
に
『
来
迎
芸
術
』
、
法
蔵
館
、

一
九
八
三
年
所
収
)
。

6

大
串
純
夫
前
掲
註
5
論
文
参
照
。

7

原
漢
文
。
引
用
は
、
石
田
瑞
麿
校
注
『
日
本
思
想
大
系
六

源
信
』
(
岩
波
書
庖
、

一
九
七

O
年
)
の
訓
読
に
基
づ
く
。
以
下
本
稿
に
お
け
る
『
往
生
要

集
』
の
引
用
は
同
書
に
よ
る
。

8

ま
た
、
中
野
玄
三
氏
も
『
六
道
絵
の
研
究
』
(
淡
交
社
、

一
九
八
九
年
)
に
お
け
る
聖
衆
来
迎
寺
本
の
作
品
解
説
に
お
い
て
、
「
閤
魔
王
庁
幅
」
が
八
大
地

獄
の
う
ち
叫
喚
・
大
叫
喚
・
焦
熱
・
大
焦
熱
の
四
地
獄
を
一
括
し
て
表
わ
し
た
も
の
と
の
見
方
を
示
し
て
い
る
。

9

加
須
屋
誠
「
〈
全
場
面
解
説
〉
十
五

閤
魔
王
庁
幅
」
(
前
掲
『
国
宝

六
道
絵
』
所
収
)
。

1
0
大
串
純
夫
前
掲
註
5
論
文
参
照
。

1
1
泉
武
夫
「
〈
技
法
と
表
現
〉
六
道
絵
の
作
風
と
絵
師
の
分
類
」
(
前
掲
『
国
宝

六
道
絵
』
所
収
)
。

1
2

「
等
活
地
獄
幅
」
・
「
黒
縄
地
獄
幅
」
・
「
衆
合
地
獄
幅
」
で
は
、
門
の
大
き
さ
を
ほ
ぼ
等
し
く
揃
え
、
塀
の
高
さ
も
完
全
に
一
致
さ
せ
る
こ
と
で
、
描

か
れ
た
空
間
の
ス
ケ
ー
ル
感
を
統
一
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
阿
鼻
地
獄
幅
」
で
は
、
門
塀
の
大
き
さ
が
他
幅
に
比
べ
て
約
一
・
五
倍
に
拡
大

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
経
典
や
『
往
生
要
集
』
で
、
八
大
地
獄
の
う
ち
阿
鼻
地
獄
だ
け
は
「
縦
慶
八
万
由
旬
」
と
記
さ
れ
、
他
の
地
獄
の
「
縦
賢
一
万

由
旬
」
に
対
し
て
巨
大
な
空
間
で
あ
る
と
説
か
れ
る
こ
と
に
由
来
す
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
城
門
の
表
現
か
ら
は
、
各
地
獄
の
位
置
関

係
だ
け
で
な
く
、
大
き
さ
の
相
互
関
係
を
も
正
確
に
示
そ
う
と
す
る
意
図
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。
同
様
の
こ
と
は
、
「
等
活
地
獄
幅
」
に
お
い
て
城
門

の
す
ぐ
下
に
描
か
れ
た
別
処
で
あ
る
「
万
輪
所
」
の
表
現
に
も
確
認
で
き
る
。
「
往
生
要
集
』
で
は
、
同
別
処
の
周
り
を
「
高
さ
十
由
旬
」
の
鉄
壁
が
囲
ん

で
い
る
と
説
い
て
お
り
、
本
処
の
「
縦
慶
一
万
由
旬
」
に
対
し
て
、
概
ね
千
分
の
一
の
広
さ
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
に
な
る
。
同
一
画
面
上
で
千
分
の

一
の
差
を
絵
画
化
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
画
中
で
は
こ
の
万
輪
処
の
城
壁
を
、
本
処
の
城
門
の
約
二
分
の
一
の
大
き
さ
で
描
く
こ
と
で
、



ス
ケ
ー
ル
感
の
違
い
を
絵
画
化
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

l
z
泉
武
夫
前
掲
註
1
1
論
文
参
照
。

1
1

泉
武
夫
前
掲
註
1
1
論
文
参
照
。

1
5

「
阿
鼻
地
獄
幅
」
の
色
紙
形
は
空
欄
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
が
、
『
往
生
要
集
』
で
は
同
地
獄
に
つ
い
て
「
か
れ
を
去
る
こ
と
二
万
五
千
由
旬
」
「
二
千
年

を
経
て
、
皆
下
に
向
ひ
て
行
く
」
「
か
の
阿
鼻
城
は
、
縦
広
八
万
由
旬
に
し
て
」
「
こ
の
無
間
獄
は
寿
一
中
劫
な
り
」
な
ど
の
表
現
で
、
他
の
世
界
か
ら

の
遠
さ
、
地
獄
の
広
大
さ
、
そ
こ
で
苦
し
め
ら
れ
る
時
間
の
長
さ
を
説
い
て
い
る
。

1
6
加
須
屋
誠
「
〈
全
場
面
解
説
〉
四

阿
鼻
地
獄
幅
」
(
前
掲
『
国
宝

六
道
絵
』
所
収
)
。

-
7
加
須
屋
誠
「
〈
図
様
と
位
置
付
け
〉
往
生
要
集
絵
の
成
立
と
展
開
」
(
前
掲
『
国
宝

六
道
絵
』
所
収
)
。

l
a
死
後
、
次
の
転
生
場
所
が
定
ま
っ
て
い
な
い
状
態
を
中
有
(
中
陰
と
も
)
と
呼
び
、
こ
の
間
七
日
ご
と
に
輪
廻
転
生
の
機
会
が
訪
れ
る
と
す
る
。
そ

の
七
日
ご
と
に
生
前
の
善
悪
事
を
裁
き
転
生
場
所
を
決
定
す
る
存
在
と
し
て
、
十
王
が
信
仰
さ
れ
た
。
本
来
、
中
有
の
期
間
は
初
七
日
か
ら
七
七
日

ま
で
、
す
な
わ
ち
四
十
九
日
で
完
了
す
る
も
の
と
経
典
に
は
説
か
れ
る
が
、
こ
れ
に
百
箇
日
・
一
周
忌
・
三
年
忌
を
加
え
て
十
王
と
す
る
。
十
王
信

仰
は
、
唐
末
五
代
頃
の
中
国
で
、
仏
教
が
道
教
や
マ
ニ
教
、
さ
ら
に
は
土
地
神
信
仰
な
ど
の
民
間
宗
教
と
も
習
合
し
て
成
立
し
た
も
の
で
、
『
預
修
十

王
生
七
経
』
や
『
地
蔵
十
王
経
』
と
い
っ
た
偽
経
を
通
じ
て
朝
鮮
半
島
や
日
本
で
も
広
ま
っ
た
。
特
に
十
三
世
紀
の
日
本
で
は
、
閤
魔
王
を
中
心
に
据

え
た
群
像
の
造
形
が
盛
ん
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
奈
良
県
に
所
在
す
る
白
華
寺
に
は
正
元
元
年
(
一
二
五
九
)
頃
の
閤
魔
王
彫
像
が
残
る
。

-
9
色
紙
形
文
言
の
全
文
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
2
山
本
「
各
幅
解
説
」
参
照
。

2
0

阿
部
美
香
「
醍
醐
寺
焔
魔
堂
史
料
三
題
」
(
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
一

O
九
、
二

O
O
四
年
)
、
同
「
堕
地
獄
と
蘇
生
語
|
醍
醐
寺
焔
魔
王

堂
絵
銘
を
読
む
」
(
『
説
話
文
学
研
究
」
四

O
、二

O
O
五
年
)
、
同
「
醍
醐
寺
焔
魔
堂
の
図
像
学
的
考
察
」
(
真
鍋
俊
照
編
『
仏
教
美
術
と
歴
史
文
化
』
、
法

蔵
館
、
二

O
O
五
年
)
、
鷹
巣
純
「
六
道
絵
に
お
け
る
場
と
伝
統
」
(
阿
部
泰
郎
編
『
中
世
文
学
と
寺
院
資
料
・
聖
教
』
、
竹
林
舎
、
二

O
一
O
年
)
参
照
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
二

O
一
0
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
若
手
研
究
(
B
)
「
経
説
絵
巻
の
基
礎
的
研
究
」
(
研
究
代
表
者
・
山
本
聡
美
)
に
よ
る
成
果
の
一

部
で
あ
る
。
ま
た
、
図
版
掲
載
を
ご
快
諾
い
た
だ
い
た
聖
衆
来
迎
寺
山
中
忍
恭
師
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
な
お
、
掲
載
図
版
に
は
金

階
層
化
さ
れ
た
地
獄

一
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一
一
一
四

井
杜
道
氏
撮
影
原
板
を
使
用
し
た
。


